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特集●この学問の生成と発展

●　特集趣旨
日本労働研究雑誌では，毎年 4 月号にユニークな特集を組ん

でいる。第一線の研究者にコンパクトな解説をお願いし，多く
のトピックを紹介している。
本年 4 月号は，「この学問の生成と発展」と題した。労働研究

の専門誌である本誌では，50 年以上の長きにわたって，経済
学，人的資源管理論，社会学，法律学，心理学，労使関係論な
どの各分野の第一線の研究者が，その時々のトピックを論じて
きた。
「労働」を研究対象とする場合，上記のようなさまざまなア
プローチの方法（学問分野）がある。また経済学の分野であっ
ても，人事経済学やサーチ理論などのように，次第に経済学の
中の個別分野として確立してきているものもある。そこで編集
委員会は，大括りの各学問分野をさらに細分化し，それら各分
野の代表的な研究者に，その分野の「生成と発展」を紹介して
いただくことにした。「労働経済」「社会政策・労使関係・人事
管理」「教育・心理」「労働法」の 4 分野をさらに細分化し，総
計 19 本の論考として連ねた。
このような特集は，本誌にのみ可能な作業であろう。それは

何より，本誌が「労働」を対象としているからである。「労働」
とは，「人が働く」ということである。働く前の教育は労働者と
なるために重要である。人が働く場所である企業や組織の構造
や機能も重要である。また「政府・企業・家計（労働者）」とい
う経済活動の各アクターの相互関係を見ることも重要である。
さらに，労働者を取り巻くさまざまな法制度・政策も，企業及
び労働者の行動と切り離して論じることができない。そして，
「労働」の主体が機械ではなく人間である以上，さまざまな「感
情」を持ち合わせている。
1 人の研究者が，さまざまな分野の研究成果を取り入れて研

究することは難しい。しかし，研究対象を取り巻く別のアプ
ローチの研究成果に関心を持つことで，対象の別の側面を知
り，より深い研究が可能となるのではないだろうか。
本特集が，他の労働研究分野に対する関心を惹起する契機と

なれば，幸いである。




